
平成16年（2004年）２月３日発行議 会 だ よ り－5－ （196号）

高
木
真
人
（
改
革　

）
21

　

子
ど
も
が
加
害
者
に
な
る
悲
惨

な
事
件
が
後
を
絶
た
ず
、
一
連
の

事
件
の
原
因
は
「
子
ど
も
自
身
の

問
題
と
言
う
よ
り
は
親
の
責
任
が

重
大
だ
」
と
多
く
の
専
門
家
は
指

摘
し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
も

大
切
な
の
は
家
庭
の
教
育
力
で
あ

り
、
至
急
取
り
組
む
べ
き
課
題
で

あ
る
と
考
え
、
本
年
度
約　

億
円

14

の
予
算
措
置
を
し
ま
し
た
。

　
「
親
学
講
座
」は
全
世
界
で　

万
500

人
を
超
え
る
受
講
者
を
有
す
る
ア

メ
リ
カ
か
ら
来
た
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
受
講
対
象
者
は
未
就

園
児
か
ら
高
校
生
の
子
ど
も
を
持

つ
親
ま
で
幅
広
く
、
今
年
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
開
講
し
た
「
思
春
期
の
子
ど

も
を
持
つ
親
の
講
座
」
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
と
し
て
も
有
効

で
す
。
ま
た
、
子
育
て
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
児
童
虐
待
防

止
が
大
き
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
も

設
置
要
綱
か
ら
明
ら
か
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
虐
待
防
止
の
効
果

も
期
待
さ
れ
る
講
座
を
ぜ
ひ
早
い

時
期
に
開
講
す
る
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
が
い
か
が
で
す
か
。

　

市
長　

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
し
て
問
題
を
解
決
し
て
い
こ

う
と
い
う
講
座
で
あ
れ
ば
、
私
は

検
討
し
て
い
く
価
値
が
あ
る
と
考

え
、
こ
れ
か
ら
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１月６日に開所した子ども家庭支援センター 子どもがより安心して過ごせる場所に

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　
�
�
建
物
修
繕
、
備
品
、
消
耗

品
の
予
算
措
置
の
基
本
的
考
え
は
。

�
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
工
事
の

年
次
計
画
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確

立
せ
よ
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　
�
建
物
の

維
持
管
理
、
備
品
等
の
修
繕
は
、

緊
急
性
の
あ
る
も
の
は
補
修
し
て

い
る
。
大
規
模
な
工
事
を
伴
う
も

の
、
買
い
換
え
が
必
要
な
備
品
等

に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
、
安
全
性

等
を
勘
案
し
、
新
年
度
の
予
算
要

求
を
し
て
い
る
。
消
耗
品
等
の
需

用
費
等
も
各
園
か
ら
の
要
望
等
を

的
確
に
把
握
し
て
、
効
果
的
に
運

用
し
て
い
る
。�
必
要
度
は
非
常

に
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

施
設
の
建
て
替
え
、
改
修
工
事
を

見
据
え
な
が
ら
、
後
期
の
基
本
計

画
に
ど
の
よ
う
に
組
み
入
れ
ら
れ

る
か
、
関
係
課
と
調
整
し
て
い
き

た
い
。

　

企
画
財
政
部
長　
�
後
期
の
基

本
計
画
策
定
作
業
が
来
年
度
か
ら

入
る
。
優
先
度
等
を
考
慮
し
て
事

業
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

　
�
市
民
生
活
及
び
市
財
政
に
影

響
を
与
え
る
。
都
の
第
二
次
財
政

再
建
推
進
プ
ラ
ン
へ
の
考
え
は
。

　

市
長　

市
町
村
と
十
分
協
議
が

整
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
一
方

的
に
都
が
推
し
進
め
る
の
で
は
な

く
、
我
々
の
意
見
も
聞
い
て
ほ
し

い
し
、
意
見
も
言
っ
て
い
き
た
い
。

漢
人
明
子
（
市
民
自
治
）

　

最
近
「
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
し
た

徳
島
県
上
勝
町
は
全
世
帯
に
生
ご

み
処
理
機
を
設
置
、
生
ご
み
は
す

で
に
排
出
ゼ
ロ
を
実
現
し
て
い
る
。

上
勝
町
の
電
動
処
理
機
か
ら
は
①

　

年
の
実
績
が
あ
り
機
械
の
故
障

10が
な
い
②
メ
ー
カ
ー
と
市
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
よ
り
全
機
稼
働
③

メ
ー
カ
ー
と
の
大
口
契
約
に
よ
る

値
引
き
、
が
参
考
に
な
る
。
わ
た

し
自
身
の
電
動
処
理
機
モ
ニ
タ
ー

５
年
半
の
経
験
か
ら
も
、
生
ご
み

減
量
に
は
電
動
処
理
機
が
有
効
だ
。

　
�
市
民
の
生
ご
み
排
出
量
。�

そ
の
ご
み
処
理
経
費
。�
電
動
処

理
機
を
使
用
す
る
市
民
の
負
担
費

用
。�
電
動
処
理
機
の
本
格
的
導

入
が
必
要
で
は
な
い
か
。�
現
１

万
円
の
購
入
補
助
金
の
計
画
的

ア
ッ
プ
を
。�
す
で
に
購
入
補
助

し
た
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
。

　

ご
み
対
策
課
長　
�
１
人
１
日

約　

グ
ラ
ム
。�
２
・　

人
の
平

150

18

均
世
帯
で
年
４
千　

円
。�
推
進

600

予
定
。�
実
施
す
る
。

　

環
境
部
長　
�
Ａ
社
製
と
し
て

購
入
に
６
万
４
千　

円
、
電
気
代

500

と
脱
臭
剤
で
年
８
千　

円
。�
電

600

動
処
理
機
の
有
効
性
は
明
ら
か
。

　

市
長　
�
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

見
て
考
え
る
。

■
二
枚
橋
の
更
新
に
も
影
響
す
る

た
め
早
急
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

若
竹
綾
子
（
湧
湧
環
境
ク
）

　
�
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
の

宛
名
は
、
１
名
ま
で
は
フ
ル
ネ
ー

ム
で
２
名
目
か
ら
は
み
な
「
ホ
カ

○
メ
イ
」と
印
刷
す
る
。マ
ン
シ
ョ

ン
や
戸
建
を
夫
婦
で
共
有
す
る
約

９
千
世
帯
の
多
く
は
女
性
に
対
し

非
常
に
失
礼
だ
し
、
納
税
意
欲
に

も
影
響
し
か
ね
な
い
。
改
善
を
。

　

市
民
部
次
長　

共
有
者
名
義
の

宛
名
２
名
ま
で
載
せ
る
よ
う
改
め

る
。（
※
実
施
は　

年
度
〜
）

０５

　
�
２
歳
く
ら
い
の
幼
児
の
頭
が

通
り
抜
け
て
し
ま
う
橋
の
欄
干
が

あ
る
の
で
安
全
対
策
を
。

　

都
市
建
設
部
長　

大
城
堀
橋

（
前
原
小
そ
ば
）
の
欄
干
は
柵
の

隙
間
が　

セ
ン
チ
と
広
い
が
、
何
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ら
か
の
対
策
を
し
て
い
く
。

　
�
保
育
施
設
を
避
難
エ
リ
ア
に

抱
え
る
避
難
所
の
防
災
倉
庫
に
は
、

ミ
ル
ク
、
紙
お
む
つ
等
の
準
備
を

手
厚
く
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

防
災
交
通
課
長　

各
園
と
の
協

力
や
、
防
災
備
蓄
配
備
計
画
変
更

を
含
め
、
研
究
・
検
討
し
た
い
。

　
�
小
学
校
の
巡
回
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
事
業
に
お
い
て
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
を
図
る
た
め
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ル
ー
ム
に
直
通
電

話
の
設
置
を
。

　

教
育
部
長　

ご
要
望
に
沿
う
よ

う
設
置
す
る
。

�
市
立
保
育
園
・
学
童
保
育
所

の
施
設
整
備
を

�「
親
学
講
座
」を
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
で

�「
ホ
カ
１
メ
イ
」
で
な
く
、

名
前
で
郵
便
を
く
だ
さ
い

�
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
大
幅

な
普
及
で
ご
み
減
量
を

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　
�
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
推
進
事
業
の
現
状
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

　

環
境
部
長　

国
、
都
の
補
助
金

を
得
て
、
生
ご
み
を
乾
燥
、
肥
料

化
し
、
最
終
的
に
農
業
者
に
使
用

し
て
も
ら
い
、
生
産
物
は
地
元
の

方
に
消
費
し
て
も
ら
う
。
緑
中
学

校
に
乾
燥
機
を
設
置
し
肥
料
化
を

始
め
た
。
来
年
度
は
保
育
園
で
、

　

年
度
以
降
は
モ
デ
ル
地
区
を
設

17け
て
一
般
家
庭
も
対
象
と
す
る
。

　
�
�
　

年
度
決
算
で
本
市
の
税

14

収
構
造
の
傾
向
を
ど
う
見
る
か
。

�
再
開
発
区
域
へ
の
企
業
誘
致
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
問
う
。

　

企
画
財
政
部
長　
�
個
人
市
民

税
の
納
税
額
は
全
国　

市
中
、
第

672

７
位
だ
が
、
法
人
市
民
税
・
固
定

資
産
税
共
に
多
摩　

市
中
、
第　

26

22

位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
安
定
し

た
財
政
基
盤
確
立
の
た
め
に
、
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
個

人
市
民
税
に
偏
り
す
ぎ
た
税
収
構

造
の
改
善
が
必
要
だ
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　
�
費
用

に
対
す
る
便
益
は
通
常
の
再
開
発

で
は
１
・
５
だ
が
、
こ
こ
は
３
を

超
え
る
便
益
が
あ
る
。
便
益
性
の

向
上
を
更
に
進
め
る
こ
と
で
、
企

業
誘
致
の
可
能
性
が
出
て
く
る
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
整
備

な
ど
一
定
の
容
量
を
確
保
し
た
い
。

�
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

推
進
事
業
に
つ
い
て

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

３
月
に
市
内
北
東
地
域
か
ら
始

ま
っ
た
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
は
利
用
も

多
く
大
変
好
評
で
あ
る
。�
『
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
導
入
検
討
調

査
概
要
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
南

側
地
域
の
交
通
不
便
地
域
は
市
境

に
あ
る
。
採
算
面
か
ら
利
用
を
促

進
す
る
ル
ー
ト
を
考
え
て
、
近
隣

市
と
の
連
携
を
検
討
し
な
い
か
。

�
費
用
と
効
果
と
い
う
側
面
か
ら

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
際
に
は

従
来
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
い
っ
た

ん
見
直
す
べ
き
。
栗
山
公
園
健
康

運
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
バ
ス
は

ど
う
す
る
か
。�
バ
ス
停
設
置
の

市
民
要
望
の
一
番
は
武
蔵
小
金
井

駅
南
口
で
あ
る
が
、
広
場
が
で
き

な
い
と
駅
前
に
は
持
っ
て
来
れ
な

い
。
ど
こ
に
な
る
か
。

　

市
長　
�
近
隣
４
市
の
行
政
連

絡
会
で
相
互
乗
り
入
れ
を
協
力
し

よ
う
と
話
は
し
て
い
る
。

　

防
災
交
通
課
長　
�
既
に
国
分

寺
市
か
ら
要
請
も
あ
り
、
今
後
も

近
隣
市
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
対

応
を
検
討
し
た
い
。�
現
在
の
南

口
は
ス
ペ
ー
ス
的
に
難
し
く
、
公

会
堂
の
方
か
、
も
う
少
し
駅
に
近

く
で
き
る
か
検
討
し
て
い
る
。

　

総
務
部
長　
�
今
後
担
当
課
で

判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

■
そ
の
他
に
、「
小
金
井
街
道
の
拡

幅
、
整
備
で
街
路
樹
や
歩
道
上
の

工
夫
を
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

利用者に好評な市内北東地域のCoCoバス

�
南
側
地
域
の
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス

の
運
行
に
向
け
て
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